○安楽寺縁起
宇谷乗蓮寺との関
　宇谷村乗蓮寺はともに浄土真宗大谷派本願寺末寺で、真宗に改宗発心以前は、往古天台宗で、もと寺谷とい

係
うところにあった。一ノ宮別当１３か寺社領１２００石当寺住職正西の時、兵乱に罹って社領没収の悲運にあい各寺院が離散した。それから承応年間（１６５２のころ）、住職正西現在の地に移ったというのである。兵乱というのは、多分慶長・元和の大阪陣のことで、寺社領没収にあったのは、徳川家康の天下統一となってから南條治下にあった一ノ宮も、自然とりつぶしの厄にあったものであろう。
安楽寺のなり立ち
　これと運命を同じくした安楽寺は、乗蓮寺と同じく往古は一ノ宮神宮寺１２００石配下の天台宗の１院で、しかも、安楽寺開山の恵順は一ノ宮の別当職であった。そして、宇野村後方丘陵の南麓、僧ヶ谷に一堂宇を構えて正来院と号していた（註・宇谷乗蓮寺もこの正来院の出である）。後、兵乱により焼失し（大永より天正の兵乱）、宇野村に近い本尾崎の貯水堤の下の狭小地字宮の前に一宇を建立し、ここに移って薬師如来を本尊とした。しかも天台寺であったから、この地に小社をも建立し神仏混合であったようである。その後、現在の場所に再移転した。第２代釈恵日律師は承応２年（１６５２）癸巳真宗に改宗し、正来院を青柳山安楽寺と改号した。これがいわゆる概説で述べた池田新左衛門尉EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みち),軌)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なが),長)の法弟という人であろうか。こうしたことから考えて、安楽寺が正来院として天台宗を奉じ、一ノ宮で他院とともに国家の祈祷を施行したり、弥靭の再来を信じて如法埋納供養したころの康和５年から考えれば、８６０余年前に逆れるかも知れない。ただその伝承文書がないというだけである。康和５年の如法供養を主催した願主京尊という人は、やはり一ノ宮の別当職にちがいない。これと安楽寺前身の正来院別当職恵順とのつながりがわからぬのは遺憾なことである。
安楽寺住職
　しかし、それは今日では止むを得ぬとして、安楽寺でわかっている世代を次に列挙してみると、

　浄土真宗大谷派本願寺末寺安楽寺世代


当山開基　　　仏願院釈恵順律師

第二代　　　　誓願院釈恵日律師　延宝三年三月廿五日寂（一六七五）


第三代　　　　応教院釈善順律師　元禄十一年二月廿二日寂（一六九八）

第四代　　　　乗願院釈善正律師　享保十八年正月五日寂（一七三三）


第五代（先代）正定院釈恵教律師　明和八年十月十二日寂（一七七一）


第六代（後代）演鴨院釈恵教律師　享和三年正月二十日寂（一八〇三）


第七代　　　　快楽院釈専弁律師　弘化二年五月廿九日寂（一八四五）


第八代　　　　大乗院釈恵実律師　天保十年十一月十六日寂（一八三九）

第九代　　　　茲教院釈諦雄律師　明治三十一年八月二日寂（一八九八）


第十代　　　　和順院釈諦成律師　大正元年十一月廿八日寂（一九一二）

第十一代　　　　　院釈諦俊律師　昭和　年　　月　　日寂（　　　　）


第十二代　　　現住泰樹

安楽寺沿革の追補
ということになっている。なお、いま少しつっこんで、安楽寺の草創の歴史的事情について詳述しておく必要がある。それは、安楽寺当面の独立事情が明らかになれば、それにつれて宇谷乗蓮寺並びに香宝寺の歴史的位置づけが浮かび上がってくるし、戦国以来のこの地方の真宗寺の発祥事情が明瞭になってくるからである。この点について、かつて昭和十二年筆者が編さんした「宇野村郷土誌」安楽寺誌を紹介すれば足りると思う。「宇野村郷土誌」はすでに３０年前の著であり、ことに戦前のものではあるが、今日もさしてあらためる必要を認めない。
